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(54)【発明の名称】 医療診断撮像装置用の操作者インタフェイス

(57)【要約】
【課題】  超音波システムのような医療診断イメージン
グ・システムにおいて経費、複雑さ及び占有空間を増大
させる周辺装置を不要にする。
【解決手段】  予め選択されている医療診断装置を具現
化する予め選択されている装置機能集合内の各々の装置
機能を画像表示上の少なくとも一つの機能起動区域に割
り当てる。続いて、タッチスクリーンを接触について監
視して（４０４）、接触及び機能起動区域に基づいて、
選択された起動区域を決定する（４０６）。一旦、選択
された起動区域が決定されたら、本方法は、選択された
起動区域に関連付けられている装置機能を実行する（４
１０）。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  医療診断装置において、該医療診断装置
の装置機能に対する操作者制御を提供する操作者インタ
フェイスであって、
画像表示を形成するモニタ（３００）と、
該モニタ（３００）の前面に配設されているタッチスク
リーン（３０２）と、
前記画像表示上で画定されている複数の起動区域（３０
４）であって、予め選択されている医療診断装置を具現
化する装置機能集合内の各々の装置機能が少なくとも一
つの当該起動区域を通じて取得可能である、複数の起動
区域（３０４）と、
前記タッチスクリーン（３０２）に結合されており、選
択された起動区域を識別する前記タッチスクリーンへの
接触を検出して、前記選択された起動区域に関連付けら
れている前記装置機能を実行するプロセッサ（１１４）
とを備えた操作者インタフェイス。
【請求項２】  前記プロセッサ（１１４）は、前記接触
に応答して複数の機能メニュー起動区域（３３０～３３
４）を有するポップ・アップ式機能メニュー（３２８）
を表示する請求項１に記載の操作者インタフェイス。
【請求項３】  前記装置機能集合は画像処理装置機能
（２０８）を含んでいる請求項１に記載の操作者インタ
フェイス。
【請求項４】  前記画像処理装置機能は、ズーム装置機
能と、スクロール装置機能と、テキスト・ラベル装置機
能とを含んでいる請求項３に記載の操作者インタフェイ
ス。
【請求項５】  前記画像処理装置機能は、輝度調節装置
機能とコントラスト調節装置機能とをさらに含んでいる
請求項３に記載の操作者インタフェイス。
【請求項６】  前記装置機能集合は、測定及び解析装置
機能（２２４）と保守装置機能（２２６）とを含んでい
る請求項１に記載の操作者インタフェイス。
【請求項７】  前記プロセッサ（１１４）はテキスト及
び図形の少なくとも一方を配置する前記タッチスクリー
ン上のドラッグに応答する請求項１に記載の操作者イン
タフェイス。
【請求項８】  前記起動区域の少なくとも一つが、複数
の付設された有向型起動区域を有する移動起動区域（３
１４）を画定している請求項１に記載の操作者インタフ
ェイス。
【請求項９】  前記予め選択されている医療診断装置は
超音波撮像装置である請求項１に記載の操作者インタフ
ェイス。
【請求項１０】  医療診断装置に対する操作者制御を提
供する方法であって、
予め選択されている医療診断装置を具現化する予め選択
されている装置機能集合内の各々の装置機能を取得可能
とする少なくとも一つの機能起動区域を画像表示上に画
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定する工程（４０２）と、
タッチスクリーンを接触について監視する工程（４０
４）と、
前記接触及び前記少なくとも一つの機能起動区域に基づ
いて、選択された起動区域を決定する工程（４０６）
と、
前記選択された起動区域に関連付けられている装置機能
を実行する工程（４１０）とを備えた方法。
【請求項１１】  前記選択された起動区域に応答してポ
ップ・アップ式機能メニューを表示する工程（４０８）
と、選択される機能メニュー起動区域について前記タッ
チスクリーンを監視する工程とをさらに含んでいる請求
項１０に記載の方法。
【請求項１２】  前記実行する工程は、前記選択された
機能メニュー起動区域に関連付けられている装置機能を
実行する工程を含んでいる請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】  前記表示する工程は、複数の機能メニ
ュー起動区域を有する機能メニューを表示する工程を含
んでいる請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】  前記装置機能は、画像処理モジュール
によりサポートされている装置機能から選択される請求
項１０に記載の方法。
【請求項１５】  前記予め選択されている医療診断装置
は超音波イメージング・システムである請求項１０に記
載の方法。
【請求項１６】  タッチスクリーン方式の操作者制御を
提供する超音波イメージング・システムであって、
音響パワー・ユニットに結合されている超音波スキャナ
（１０８）と、
メモリ（１１６）及び前記超音波スキャナ（１０８）に
結合されているプロセッサ（１１４）と、
該プロセッサ（１１４）に結合されており、画像表示を
形成するモニタ（３００）と、
該モニタ（３００）の前面に配設されており、前記プロ
セッサ（１１４）に結合されているタッチスクリーン
（１２０）と、
前記画像表示上に画定されている複数の起動区域（３０
４）であって、予め選択されている医療診断装置を具現
化する装置機能集合内の各々の装置機能が少なくとも一
つの当該起動区域を通じて取得可能である、複数の起動
区域（３０４）とを備えており、
前記プロセッサ（１１４）は、選択された起動区域を識
別する前記タッチスクリーンへの接触を検出することに
応答して、前記選択された起動区域に関連付けられてい
る前記装置機能を実行する、超音波イメージング・シス
テム。
【請求項１７】  前記プロセッサ（１１４）は、前記接
触に応答して複数の機能メニュー起動区域（３３０～３
３４）を有するポップ・アップ式機能メニュー（３２
８）を表示する請求項１６に記載の超音波イメージング
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・システム。
【請求項１８】  前記装置機能集合は、ビームフォーミ
ング機能（２１０）と画像処理装置機能（２０８）とを
含んでいる請求項１６に記載の超音波イメージング・シ
ステム。
【請求項１９】  前記装置機能集合は、画像保管装置機
能（２０６）と表示提示機能（２２２）とをさらに含ん
でいる請求項１６に記載の超音波イメージング・システ
ム。
【請求項２０】  前記装置機能集合は測定及び解析装置
機能（２２４）をさらに含んでいる請求項１６に記載の
超音波イメージング・システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の背景】本発明は、医療診断イメージング・シス
テムに関する。具体的には、本発明は、医療診断撮像装
置用のユーザ・インタフェイスに関する。
【０００２】今日、医師及び技術者は患者を検査する広
範な超音波イメージング・システム、Ｘ線イメージング
・システム、核医学イメージング・システム及びその他
の医療診断イメージング・システムを身近に利用してい
る。これらの医療診断イメージング・システムの能力
は、システム登場時から急激に拡大してきた。安価であ
るが極めて精巧、有力且つ高速である処理サーキットリ
（回路要素）の開発に促されて、医療診断イメージング
・システムの設計者は、医療診断イメージング・システ
ムの広範な装置機能を付加し強化し続けている。このよ
うに、例えば、超音波イメージング・システムは、２Ｄ
又は３Ｄ撮像、ドプラ・オーバレイ、カラー・フロー走
査、画像フレームの記録及び再生能力、画像への注釈添
付及び画像の保管、ズーム、並びにパニング等を含み得
るようになっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】医療診断イメージング
・システムによって実行される装置機能の数及び複雑さ
は、かかる多数の周辺装置にユーザ・インタフェイスの
一部として標準寸法のキーボード及びトラックボールが
含まれるに到るまで増大している。しかしながら、周辺
装置は、医療診断イメージング・システムが必要とする
経費、複雑さ及び占有空間を増大させる。例えば、キー
ボードは、ホーム・コンピュータに用いられているもの
と同様のものであって、医療診断イメージング・システ
ムの動作を指令するのに必要とされる。しかしながら、
医師及び技術者はコンピュータ科学者ではない。換言す
ると、医療診断イメージング・システムの周辺装置を理
解し動作させようとするのに費やされる貴重な時間は、
装置を実際に利用して患者を救うのに用いた方がよい。
【０００４】業界には、以上の問題点及び従来見受けら
れているその他の問題点に対処する医療診断装置用のユ
ーザ・インタフェイスに対する需要が存在している。
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【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明の好適実施形態
は、医療診断装置において、該医療診断装置の装置機能
に対する操作者制御を提供する操作者インタフェイスを
提供する。操作者インタフェイスは、画像表示を形成す
るモニタと、モニタの前部に配設されているタッチ・ス
クリーンと、画像表示上に画定されている複数の起動区
域とを含んでいる。予め選択されている医療診断装置を
具現化する装置機能集合内の各々の装置機能が、少なく
とも一つの起動区域に関連付けられており、医療診断装
置を動作させるためにタッチスクリーンによってサポー
トされている以外の外部入力が必要とされないようにし
ている。加えて、プロセッサがタッチスクリーンに結合
されており、選択された起動区域を識別するタッチスク
リーンへの接触を検出する。次いで、プロセッサは、選
択された起動区域に関連付けられている装置機能を実行
する。
【０００６】本発明の好適実施形態はさらに、医療診断
装置に対する操作者制御を提供する方法を提供する。本
方法は、予め選択されている医療診断装置を具現化する
予め選択されている装置機能集合内の各々の装置機能を
画像表示上の少なくとも一つの機能起動区域に関連付け
る工程を含んでいる。続いて、本方法は、タッチスクリ
ーンを接触について監視して、接触及び機能起動区域に
基づいて、選択された起動区域を決定する。一旦、選択
された起動区域が決定されたら、本方法は、選択された
起動区域に関連付けられている装置機能を実行する。
【０００７】
【発明の実施の形態】先ず、図１について説明する。同
図は、医用イメージング・システム１００の一つの例示
的な具現化形態を示している。医用イメージング・シス
テム１００は、コンピュータ・ソフトウェア、モニタ及
び後述するタッチスクリーン・インタフェイス以外の医
用イメージング・システムの電子的及び機械的サブシス
テムを具現化する電気機械的サブシステム１０２を含ん
でいる。電気機械的サブシステム１０２は、具現化され
ている具体的なイメージング・システムに応じて、例え
ば、機械的モータ・サーボ及びフィードバック・センサ
１０４と、磁石、Ｘ線画像検出器、又は超音波スキャナ
１０８に結合されている音響パワー・ユニット（ＡＰ
Ｕ）１０６とを組み入れていてよい。換言すると、医用
イメージング・システム１００は、ＭＲＩシステム、Ｘ
線システム、超音波システム、電子顕微鏡及び心臓監視
システム等を含めた任意の所望の診断システムとして具
現化することができる。
【０００８】また図１には、電気機械的サブシステム・
インタフェイス１１２、プロセッサ１１４及びメモリ１
１６を含むシステム・コンピュータ１１０が示されてい
る。メモリ１１６は、プロセッサ１１４による実行のた
めの指令（インストラクション）を記憶している。ま
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た、図１にはタッチスクリーン１２０も示されている。
タッチスクリーン１２０はプロセッサ１１４に結合され
ており、機能モジュールと協働して医用イメージング・
システム１００に対する完全な制御を可能にしている。
換言すると、例えば、タッチスクリーン、トラックボー
ル及びファンクション・キー等以外の追加の外部入力が
必要とされない。タッチスクリーン１２０は、プロセッ
サ１１４に対して操作者がタッチスクリーン１２０に接
触したこと及び接触の位置の指示を供給する抵抗型、容
量型又は他のタッチスクリーンとして具現化することが
できる。
【０００９】メモリ１１６は、予め選択されている医用
イメージング・システム（例えば超音波イメージング・
システム）の機能モジュールの装置機能を具現化する指
令を記憶している。かかるモジュールには例えば、シス
テム動作モジュール、リポート・モジュール、保管モジ
ュール、画像処理モジュール、測定モジュール及びビー
ムフォーミング（ビーム形成）・モジュールが含まれて
いる。さらなる機能モジュールについては図２を参照し
て以下に述べる。
【００１０】図２について説明する。同図は、完全な装
置機能集合（すなわち医用撮像装置を具現化するシステ
ム・ソフトウェアの完全な集合）を形成するように選択
することのできる機能モジュール２００を示している。
機能モジュール２００は１以上の装置機能を具現化する
ものであり、システム動作モジュール２０２、リポート
・モジュール２０４、保管モジュール２０６、画像処理
モジュール２０８、ビームフォーミング・モジュール２
１０、走査モジュール２１２、取得モジュール２１４、
ユーザ・インタフェイス・モジュール２１６、信号処理
モジュール２１８、走査変換モジュール２２０、表示モ
ジュール２２２、測定及び解析モジュール２２４、並び
に診断システム構成設定及び保守モジュール２２６を含
んでいる。機能モジュール２００は、例えば超音波診断
システムを具現化するのに用いることのできるモジュー
ルを含んでいる。幾つかの機能モジュールは他の機能モ
ジュールとは別個に動作することができる。しかしなが
ら、幾つかの機能モジュールは、さらなる処理のために
他の機能モジュールに対して中間結果又は部分的に処理
されたデータを渡すことができる。以上に述べた機能モ
ジュールは例示のみのためのものである。換言すると、
所与の医療診断システムによって実行されるべき任意の
他のタスクのために、外部通信モジュールのような追加
の機能モジュールを追加してよい。
【００１１】システム動作モジュール２０２はシステム
制御機能を実行する。実例としては、システム動作モジ
ュール２０２は、モータ・サーボを駆動すると共にセン
サのフィードバックを評価するように電気機械的サブシ
ステム１０２を直接制御する装置機能、並びに超音波撮
像系列を開始させる及び停止させる装置機能を含み得
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る。
【００１２】リポート・モジュール２０４は患者リポー
ト作成装置機能を実行する。患者リポート作成装置機能
は例えば、保管モジュール２０６からの患者画像の問い
合わせ、並びに患者検査記録、請求記録及び患者連絡先
情報の準備、表示及び印刷を含み得る。
【００１３】保管モジュール２０６は、診断システムの
動作に関連するデータベース・レコードを保持する装置
機能を受け持つ。データベース・レコードは、患者検査
画像（静止画像又は画像系列（例えばＭＰＥＧ２又は他
の圧縮型若しくは非圧縮型動画）のいずれか）、動作及
び保守統計（例えば、診断システムの各回の利用につい
ての時間、日付及び検査形式、並びにその保守履歴）、
患者連絡先、請求、並びに医師の診断を含めた検査記録
等を含み得る。
【００１４】画像処理モジュール２０８は、診断システ
ムによって形成される画像（スチール又はビデオ）の操
作に関連する装置機能を受け持つ。従って、例えば、画
像処理モジュールは、画像コントラスト強調、画像トリ
ミング、分解能向上及び他の画像処理機能を提供するこ
とができる。画像処理モジュール２０８は典型的には、
例えば保管モジュール２０６によって保持されているデ
ータベースと交信することにより、操作者が処理済画像
を検索、検査、修正、印刷及び保管するのを可能にす
る。画像処理モジュールはまた、公知のボリューム・レ
ンダリング法を用いて画像についての一連の２次元Ｂモ
ード・データ集合又はドプラ・データ集合から３次元モ
デルを構築するボリューム・レンダリングを実行するこ
ともできる。
【００１５】ビームフォーミング・モジュール２１０
は、例えば、超音波イメージング・システムにおいて画
像を形成するのに必要とされるビーム形成を制御する装
置機能を受け持つ。従って、ビームフォーミング・モジ
ュール２１０は、超音波エコー情報を表わす生データを
受け取り、生データに対して適当な方向制御（ステアリ
ング）補正及びゲイン補正を適用して、Ｂモード、ドプ
ラ、カラー・フロー又は他の画像形式として表示するた
めの走査変換の準備のできた処理済データ集合を出力す
ることができる。
【００１６】走査モジュール２１２は、ユーザ・インタ
フェイス・モジュール２１６から受け取ったユーザ・イ
ンタフェイス事象（イベント）を操作し、採用されるべ
き超音波走査のモードを決定し、取得モジュール２１４
に適当な走査パラメータを渡す。取得モジュール２１４
装置機能は、走査パラメータ変更のための要求を処理
し、走査パラメータ変更を具現化し、超音波スキャナ１
０８を含むハードウェアによって要求される場合には走
査パラメータを変換する。取得モジュール２１４は、操
作者選択の態様で走査系列を実行し、ハードウェア事象
（例えば過大電力及びスキャナ切断等）を例えばエラー
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7
処理のためにシステム動作モジュール２０２に転送す
る。取得モジュール２１４はまた、ビームフォーミング
・モジュール２１０によって収集され形成された超音波
データ集合を受け取って、これらのデータ集合を表示モ
ジュール２２２へ中継する。
【００１７】ユーザ・インタフェイス・モジュール２１
６は好ましくは、機能メニューを具現化し、走査パラメ
ータを表示し、キーボード制御パネル及びトラックボー
ル（含まれている場合）を含めた操作者インタフェイス
・ハードウェアを監視する。ユーザ・インタフェイス・
モジュール２１６は、画像及びテキストを表示し移動さ
せる、並びにタッチスクリーン事象、メニュー事象、キ
ーボード・パネル事象及びトラックボール事象を走査モ
ジュール２１２及び他のモジュールへ託す等の装置機能
を処理する。一例として、利用者が輝度を上昇させる、
輝度を低下させる、コントラストを増大させる及びコン
トラストを減少させる等を行なうことを可能にする画像
処理機能メニューを表示することができる。
【００１８】信号処理モジュール２１８は、カレントの
動作モードに基づいて電気機械的サブシステム１０２か
ら取得されたデータ集合の処理を行なうための装置機能
を提供する。信号処理モジュール２１８は例えば、デー
タ集合に対するドプラ処理及びカラー・フロー処理を含
めたベクトル処理を実行することができる。
【００１９】走査変換モジュール２２０装置機能は、座
標系同士の間でデータを変換する。従って、例えば、走
査変換モジュール２２０は、極座標系のデータ集合を、
典型的なビデオ・モニタ上に表示する準備としてデカル
ト座標系へ変換することができる。
【００２０】表示モジュール２２２装置機能は、静止画
像、ビデオ画像及びトレース等を含めた超音波画像情報
を処理して表示する。表示モジュール２２２は好ましく
は、さらにドプラ画像及びカラー・フロー画像を表示す
るようにも適応構成されている。
【００２１】測定及び解析（Ｍ＆Ａ）モジュール２２４
は、操作者が患者検査時に返されたデータを検査するこ
とを可能にするインタフェイスを具現化した装置機能を
提供する。一例として、Ｍ＆Ａモジュールは、超音波焦
点の走査深さを増加又は減少させる、関心領域（ＲＯ
Ｉ）ボックスを移動させる、ドプラ・ゲートを配置させ
る、及び焦点位置を変更する等を行ないながら、操作者
が血流速度を決定し、体積測定を実行し、断面積及び血
管径を決定する等の２次元測定を行ない、心臓学的又は
放射線学的解析（例えば心臓欠陥又は腫瘍の位置決定）
を実行することを可能にする。
【００２２】診断システム構成設定及び保守（Ｃ＆Ｍ）
モジュール２２６は、保管モジュール２０６と交信して
診断システムの保守履歴を記録することを受け持つ。従
って、例えば、Ｃ＆Ｍモジュール２２６は好ましくは、
技術者が日常業務的又は非日常業務的な保守依頼の結果
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を入力したり、操作者が保守要請を提出したりすること
等を可能にする。Ｃ＆Ｍモジュールはまた、操作者が診
断システムに対する初期設定動作及び構成設定動作を実
行することを可能にする。
【００２３】医用イメージング・システム１００が操作
者の音声入力に応答できるようにする音声認識モジュー
ル（図示されていない）を設けてもよい。
【００２４】機能モジュール２００は、任意の所望の医
療診断システムを具現化するように選択してよい。好適
な具現化形態では、機能モジュール２００は、超音波シ
ステム用の完全な装置機能集合を具現化するように選択
されており、従って、超音波撮像を特定的に指向した機
能モジュール、例えば、ビームフォーミング・モジュー
ル２１０、走査モジュール２１２及び走査変換モジュー
ル２２０を含んでいる。但し、診断システムの間で装置
機能集合は異なる。一例としては、Ｘ線イメージング・
システムは、ビームフォーミング・モジュールではなく
線形断層写真法走査制御モジュール、及びＸ線源を移動
させるのに用いられるサーボ・モータ・システムを含ん
でいてよい。このように、ここでの議論は主として超音
波診断システムを参照して進められるが、所与の診断シ
ステム用の装置機能集合に如何なる機能モジュールを含
めるべきかを決定することにより任意の装置機能集合を
用いてよいことを特記しておく。
【００２５】続いて図３について説明する。同図は、タ
ッチスクリーン３０２を備えた超音波システム・モニタ
３００を示している。タッチスクリーン３０２は、Ｂモ
ード画像、ドプラ画像及びテキスト・ラベル等を含めた
イメージング・システム１００の動作に関連する図形及
びテキストの画像表示を提供するモニタ３００の前面に
配設されている。画像表示上には、透過深さ増大起動区
域３０４及び透過深さ減少起動区域３０６を含めた多数
の起動区域及びポップ・アップ式メニューが画定されて
いる。ドラッグ・インジケータ３０８が、タッチスクリ
ーン３０２に接触する動作を示すと共に、指、ペン又は
他のポインタをドラッグする動作をドラッグ・インジケ
ータ３０８の方向で示している。
【００２６】さらなる起動区域には、ズーム起動区域３
１０、画像記憶起動区域３１２及び移動起動区域３１４
がある。輝度制御起動区域３１６、コントラスト制御起
動区域３１８、画像回転起動区域３２０及び画像印刷起
動区域３２２も画定されている。加えて、図３は、血流
測定起動区域３２４及びモード選択起動区域３２６を示
している。
【００２７】起動区域は、位置及び寸法について表示上
の絶対的なピクセル領域として画定することができる。
例えば、ズーム起動区域３１０をピクセル０，４００を
中心とする１００ピクセル×５０ピクセルの矩形として
画定することができる。図３に示すように、ズーム起動
区域３１０（並びに輝度起動区域３１６及びコントラス
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ト起動区域３１８）を、一方がズーム増大（例えば上向
き矢印として示す）及び一方がズーム減少（例えば下向
き矢印として示す）の二つの区画に分割してもよい。他
の実施形態では、起動区域を位置及び寸法について互い
に対して相対的に画定してもよい。また、起動区域は矩
形でなくてもよい。その代わりに、起動区域が円形及び
楕円形等であってもよい。
【００２８】透過深さ増大起動区域３０４及び透過深さ
減少起動区域３０６は、操作者が超音波エネルギの体内
への透過深さを増大させる又は減少させる装置機能を実
行することを可能にする。このように、操作者が透過深
さ増大起動区域３０４の内部に接触すると、プロセッサ
１１４は透過深さ増大起動区域３０４を選択された機能
起動区域として識別し、送波される超音波エネルギの透
過深さを増大させる。同様に、操作者がズーム起動区域
３１０の内部に接触すると、プロセッサ１１４はズーム
・レベルを適宜増大させ又は減少させる。
【００２９】医用イメージング・システム１００を具現
化する装置機能集合内の各々の装置機能が、機能起動区
域又はポップ・アップ式メニューの少なくとも一つに関
連付けられている。結果として、起動区域及びポップ・
アップ式メニューは医用イメージング・システム１００
によって具現化される装置機能のすべてを網羅する。換
言すると、タッチスクリーン３０２のみを用いて医用イ
メージング・システム１００をその全体として制御する
ことができ、医用イメージング・システム１００を動作
させるのに他の入力源（例えばキーボード又はトラック
ボール）から追加の入力を行なう必要がない。このため
に、例として、画像記憶起動区域３１２は、操作者がカ
レントの画像を保管部に記憶させる装置機能を実行する
ことを可能にしており、輝度起動区域３１６及びコント
ラスト起動区域３１８は操作者による輝度及びコントラ
ストの操作を可能にしており、移動起動区域３１４は操
作者がカーソル、ＲＯＩボックス、画像又はテキスト・
ラベルを移動起動区域３１４に付設されている特定の有
向型起動区域によって示される任意の方向に移動させる
装置機能を実行することを可能にする。
【００３０】さらなる実例として、プロセッサ１１４
は、画像回転起動区域３２０（例えば画像を９０°回転
させる）、画像印刷起動区域３２２（例えば画像を付設
プリンタ又はネットワーク・プリンタに印刷させる）及
び測定起動区域３２４（例えば血流速度及び体積等の測
定値の表示を開始する）を選択された機能起動区域とし
て（接触されたときに）識別する。さらに、モード選択
起動区域３２６を用いて、医用イメージング・システム
１００の特定の撮像モードを選択し得ることを特記して
おく。従って、モード選択起動区域３２６を用いて、繰
り返し接触することによりＢモード、Ｍモード、Ｂモー
ド＋ドプラ、Ｂモード＋カラー・フロー等の各撮像モー
ドを循環的な態様で選択することができる。
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【００３１】加えて、プロセッサ１１４は、モニタ３０
０上に操作者に対してポップ・アップ式機能メニューを
表示することもできる。従って、例えば、モード選択起
動区域３２６に接触することにより撮像モードを通して
循環する代わりに、プロセッサはポップ・アップ式モー
ド選択メニュー３２８を表示してもよい。図示のモード
選択メニュー３２８は次の機能メニュー起動区域を含ん
でいる：Ｂモード起動区域３３０、Ｍモード起動区域３
３２及びＢモード＋ドプラ起動区域３３４。モード選択
メニュー３２８が表示されると、操作者は適当な起動区
域３３０～３３４に接触して撮像モードを選択する。言
うまでもなく、任意数の装置機能（例えば、測定及び解
析装置機能、並びに較正装置機能等）について、例えば
モード特定の機能毎に個別の起動区域を設けた追加のポ
ップ・アップ式機能メニューを具現化して、操作者が予
め決定されているモニタ３００上のポップ・アップ式メ
ニュー位置に接触したときに、又は前段のタッチスクリ
ーン・メニュー選択に応答してかかるポップ・アップ式
機能メニューを表示してもよい。
【００３２】プロセッサ１１４は、利用者がドラッグ・
インジケータ３０８によって示されるように画像及びテ
キストをドラッグするのを可能にしていることを特記し
ておく。従って、例えば、操作者は、タッチスクリーン
３０２を用いてテキスト・ラベルをドラッグすることに
より表示上にテキスト・ラベルを配置することができ
る。汎用的な入力が要求される（例えば画像を保存する
ためのファイル名を選択するため又は患者を選択するた
め）場合には、医用イメージング・システム１００は、
矩形のボックス又はピクセル区域によって各々のキーボ
ードのキーを画定したキーボード画像をモニタ３００上
に表示してもよい。このようにして、利用者は、別体の
物理的なキーボードに頼るのではなくソフト・キーボー
ドを用いて画面上でタイピングすることができる。選択
により、医用イメージング・システム１００は、操作者
が指、ペン又は他のポインタをタッチスクリーン上で用
いて文字を入力できるようにする文字認識ソフトウェア
を含む。従って、例えば、タッチスクリーン上の垂直方
向のドラッグを文字「ｌ」として解釈し、またタッチス
クリーン上の十字形を文字「ｔ」として解釈する等を行
なうことができる。
【００３３】以上に述べた起動区域は例示のみのための
ものであって、起動区域、ポップ・アップ式制御及びポ
ップ・アップ式メニュー等のその他の多くの構成及び設
計もまた適当であることを特記しておく。
【００３４】タッチスクリーン３０２は、モニタ３００
上に表示される画像及びテキストとの対話的相互作用度
を高めることができる。従って、ドラッグ操作（例えば
ドラッグ・インジケータ３０８によって示されるよう
な）を用いて画面上のオブジェクトを配置させる、レン
ジ・ゲートを設定する、焦点深さ及び位置を設定する、
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ズーム・イン及びズーム・アウトする、画像を回転させ
る、並びにＲＯＩボックスを移動させる等を行なうこと
ができる。もう一つの例として、プロセッサ１１４は、
走査深さを設定する及び焦点位置を変更する等のため
に、同時表示されている１以上のウィンドウを「アクテ
ィブ」であるものとして選択する（すなわちドプラ又は
２Ｄ表示ウィンドウの更新又は更新のフリーズを続行さ
せるようにプロセッサに指令する）ようにタッチスクリ
ーン３０２への接触を解釈することができる。このよう
にして、操作者は、例えばタッチスクリーンを用いて任
意のモードをアクティブにし、寸法及び位置変更のため
に適当なＲＯＩをアクティブに設定して、同時２Ｄモー
ド、カラー・フロー・モード、ドプラ・モード及びズー
ム・モードの間で交互に操作することができる。
【００３５】プロセッサ１１４は、医用イメージング・
システム１００のカレントの動作モードを追跡してい
る。従って、タッチスクリーン３０２への接触に応答し
て、プロセッサはカレントの動作モードに適する１以上
のメニュー（例えばカレントの動作モードにおいて関心
のある機能を含むドプラ機能メニュー又はＢモード機能
メニュー）をポップ・アップ表示することができる。も
う一つの例としては、プロセッサ１１４は、ビデオ・カ
セット若しくはＤＶＤレコーダのような特徴についての
モード特定的なポップ・アップ式制御（例えば再生、一
時停止、録画及び早送り等）を表示してもよいし、又は
タイム・ゲイン補償モードのような特徴についてのモー
ド特定的なポップ・アップ式制御（例えばゲイン選択）
を表示してもよい。
【００３６】次に図４について説明する。同図は、タッ
チスクリーン式ユーザ・インタフェイスの動作の流れ図
４００を示す。ステップ４０２において、プロセッサ１
１４は、医用イメージング・システム１００を具現化す
る装置機能集合内の各々の装置機能を起動区域及び機能
メニューに割り当てる。ステップ４０４において、プロ
セッサはタッチスクリーンを接触について監視する。接
触が検出されたら、プロセッサ１１４は、存在するなら
ば、接触がいずれの起動区域に対応しているかを決定す
る（ステップ４０６）。接触された起動区域を選択され
た機能起動区域と呼ぶものとする。続いて、ステップ４
０８において、プロセッサ１１４は、存在するならば、
選択された機能起動区域に関連付けられている機能メニ
ューを表示する。ステップ４１０において、プロセッサ
１１４は、選択された機能起動区域に割り当てられてい
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る装置機能又は機能メニューから選択された装置機能を
実行する。
【００３７】好適実施形態を参照して本発明を説明した
が、当業者であれば、本発明の範囲から逸脱することな
く様々な変形を施し均等構成を置換し得ることが理解さ
れよう。加えて、本発明の範囲から逸脱せずに本発明の
教示に特定の状況又は材料を適応させる多くの改変を施
すこともできる。従って、本発明は開示された特定の実
施形態に限定されているのではなく、特許請求の範囲内
に含まれるすべての実施形態を包含しているものとす
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】医用撮像装置のブロック図である。
【図２】所望の医用撮像装置のための完全な装置機能集
合を形成するように選択することのできる機能モジュー
ルの図である。
【図３】タッチスクリーンを備えた超音波イメージング
・システムのモニタ及び機能起動区域のレイアウトを示
す図である。
【図４】超音波イメージング・システムにおいて行なわ
れるユーザ・インタフェイス処理の高レベルの流れ図で
ある。
【符号の説明】
１００  医用イメージング・システム
１０８  超音波スキャナ
１１０  システム・コンピュータ
２００  機能モジュール
３００  超音波システム・モニタ
３０２  タッチスクリーン
３０４  透過深さ増大起動区域
３０６  透過深さ減少起動区域
３０８  ドラッグ・インジケータ
３１０  ズーム起動区域
３１２  画像保管起動区域
３１４  移動起動区域
３１６  輝度制御起動区域
３１８  コントラスト制御起動区域
３２０  画像回転起動区域
３２２  画像印刷起動区域
３２４  血流測定起動区域
３２６  モード選択起動区域
４００  タッチスクリーン式ユーザ・インタフェイスの
動作の流れ図
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【図１】

【図２】

【図４】
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【図３】
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